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団 体 概 要

Adovoは中高生・大学生で
組織されたNPO法人です



ともに生き、
ともに学び合う、
ともいき社会をつくる

学生中心のNPO Adovoは、同世代

という視点から、日本で働く外国人

のサポート活動を行っています。

団 体 概 要



法人名 ＮＰＯ法人Ａｄｏｖｏ

代表 松岡　柊吾

設立 2020年12月26日

メンバー 122名（2024年1月27日現在）

主な活動地域
関東地方（本部：東京）
中部地方（本部：山梨）
関西地方（本部：兵庫）

団 体 概 要
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日 本 で 働 く

若 い 外 国 人
技能実習生の70%は
10~20代の若者です



日 本 で 働 く 若 い 外 国 人

日本人の平均年齢は48歳

外国人労働者の平均は32歳

少子高齢化の日本で外国人労働者

の存在は重要な労働力です。

私たちの食べ物、衣服、家

それを作る彼らは身近で必要な

存在です。



技 能 実 習 と は

1993年より始まった技能実習制度

途上国への技術移転による国際貢献

が目的の制度は、人手不足解消のた

めに使われている現状があります。

本音と建前が食い違うこの制度で

トラブルに巻き込まれる若い技能

実習生はたくさんいます。



私 た ち の ア プ ロ ー チ

技能実習生がトラブルに遭う原因

その理由として地域社会に馴染めな

かったり、日本を良く知らないこと

があげられます。

我々の活動は

若い外国人労働者の社会統合

を通して

ともいき社会の実現を目指します



活 動 紹 介
120名のメンバーが

全国各地で活動しています
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# 1  日 本 理 解 に 向 け た 発 信 活 動

技 能 実 習 生 の技 能 実 習 生 の
日 本 理 解 の 機 会 を日 本 理 解 の 機 会 を
つ く るつ く る
来日直後の技能実習生を対象に

日本や地域について理解を深める

ための企画を実施しています。



# ２  若 者 同 士 の 交 流 活 動

日 本 人 学 生日 本 人 学 生

学生と技能実習生の交流の場を

作るプロジェクト。

若者同士の相互理解は多文化共生

への第一歩です。

技 能 実 習 生技 能 実 習 生
××



# ３  情 報 発 信 ・ 啓 発 活 動

技能実習生や様々な問題について

若者・同世代の目線から啓発発信

を行っています。

同 世 代 と し て同 世 代 と し て
若 者 と し て若 者 と し て
現 状 を 発 信現 状 を 発 信



# ４  日 本 語 教 室

オンラインでも対面でも。

同世代が教える日本語会話の教室

は友達同士のようでコミュニケー

ションが進みます。

会 話 重 視 で会 話 重 視 で
と に か く 楽 し い ！と に か く 楽 し い ！
日 本 語 教 室日 本 語 教 室



# ５  来 日 前 の 講 習 活 動

日本に来る前の技能実習生に向け

日本の文化・マナーについての

講習会を行っています。

日 本 を 理 解 し日 本 を 理 解 し
日 本 へ の 不 安 を日 本 へ の 不 安 を
な く し た い ！な く し た い ！



# ５  相 談 の 受 付

技能実習生が同世代に気軽に相談

できる環境を作っています。

小 さ な こ と か ら小 さ な こ と か ら
大 き な こ と ま で大 き な こ と ま で
な ん で も 相 談 受 付な ん で も 相 談 受 付



# ６  ベ ト ナ ム 派 遣

メンバーがベトナムに派遣され

２週間技能実習生へ日本語を教え

一緒に生活します。

高 校 生 が高 校 生 が
ベ ト ナ ム でベ ト ナ ム で
技 能 実 習 生 と 暮 ら す技 能 実 習 生 と 暮 ら す



組 織 の 運 営

学生の成長学生の成長
　　＝　　＝
組織力の強化組織力の強化
120名のメンバーに自分なりの

「ともいき」を持ってもらうため

団体内部の研修や現場派遣、イン

ターン派遣等を行っています



こ れ ま で の 実 績

表彰

メディア掲載

JP-MIRA I  優秀会員賞

日越教育交流会 

朝日新聞 全国版第１面

朝日新聞 全国版第３面

毎日新聞 全国版第１面

J-WAVE、BS朝日への出演



団 体 の こ れ ま で
2020年、1人の高校生から
この団体は始まりました
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2020年12月
A d o v o
設立

ボランティア団体Adovo 設立
当時高校１年生だった松岡が、ベトナム人の尼僧
ティック・タム・チー師の話を聞いたことが
きっかけとなり、コロナ禍でAdovoを設立。

A d o v o の こ れ ま で

2021年4月
国際交流会
初開催

Adovo初の国際交流会を開催

団体設立から4か月後、初のイベント開催。
アジア諸国から合計25名がオンラインで集った。
現在でも交流会は月に１回開催している。



2021年8月
日本語教室

開催

Adovo初の日本語教室を開催

メンバー5名でAdovo初の日本語教室を開催
10名の若い外国人が集まり、日本語を勉強。
現在も2年間のノウハウを活かして継続中。

2021年6月
NPO法人
Adovo

NPO法人として都庁から認証を受ける

NPO法人Adovoとして登記。
当時メンバーは20名。
オンラインでしか活動できず苦労も多かった。

A d o v o の こ れ ま で



2022年2月
ベトナム
進出

ベトナムで初の入国前講習会を開催

日本からオンラインでベトナムの送り出し機関へ
入国前の技能実習生へ講習会を実施。
ベトナムからアジア諸国へ広がる１歩目となる。

A d o v o の こ れ ま で

2022年5月
対面

日本語教室

対面日本語教室スタート！

コロナ禍が落ち着き始めたところで対面の日本語教
室をスタート。以降、様々な受け入れ企業からの
教室実施依頼を引き受けるようになる。



A d o v o の こ れ ま で

2023年5月
地域課題へ
取り組む

組織の地域化

関東・中部・関西を中心に支部を結成。
コロナ禍が終わり、地域の多文化共生促進へ
取り組み始めた。

2023年3月
ベトナム
派遣

ベトナム派遣の実施

三菱UFJ銀行からの支援を受けて、代表の松岡、
代表補佐の水田が３週間のベトナム派遣に参加。
Adovo初の海外派遣となった。



2023年8月
ベトナム
派遣②

女子高生２名のベトナム派遣を実施

3月に続いて2回目のベトナム派遣は女子高生が
参加。大使館やJICA、送り出し機関が協力の下
日本語教育や研究活動を行った。

A d o v o の こ れ ま で

2023年3月
会報１号
発行

会報第１号の発行

Adovo初の会報誌を発行。
11月には２号を発行



A d o v o の こ れ か ら

新規事業の開拓 既存事業の発展

・妊娠トラブル防止のための啓発活動

　技能実習生の妊娠トラブルを入国前

　の段階から未然に防ぎます。

・総合生活サポート活動

　様々な申請書類サポートの他、生活

　に関する総合的なサポートができる　

　プラットフォームを作ります。

・既存事業の継続化

　ベトナム派遣をはじめお金がかかる

　活動が様々あります。

・地区ネットワークの拡大

　現在、岡山・愛知・ハノイに支部を

　作り、ネットワーク拡大のための準　

　備を行っています。



ご 支 援
我々の活動は皆さまからの
ご支援で成り立っています
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ご 支 援 は こ ち ら か らご 支 援 は こ ち ら か ら
Adovoは活動の多くを皆さまからの

寄付で行っています

Adovo  寄付

syncab le .b i z /assoc ia te /adovo

ご 支 援 は こ ち ら



ご 支 援 に つ い て

当団体へご支援いただいた方に
ささやかながらお礼をお贈りいたします。
・月１回、活動報告メールを送ります。

・会報発行後、すぐお送りします！

・お食事会や各種イベントへのご招待

・WEB、会報誌へのお名前掲載

・御社CSR活動へ載せていただけます(企業寄附限定)

・御社外国人従業員への日本語教室(企業寄附限定)



皆 様 か ら の 暖 か い ご 支 援
お 待 ち し て お り ま す !

Thank you!

[お問い合わせ・ご質問]

NPO法人Adovo　事務局

info@adovo .or . jp

Thank you!


